
凡例　　壁面の位置の制限

　　上記にかかわらず、物品販売業を営む店舗及び保育所の用に供す
　る建築物の隣地境界線までの距離は 0.5ｍ以上とする。

１号壁面線 ： 道路境界線までの距離は、 10ｍ以上

２号壁面線 ： 道路境界線までの距離は、 ５ｍ以上

産業Ｂ地区 ： 隣地境界線までの距離は、 2.5ｍ以上

産業Ｃ地区 ： 隣地境界線までの距離は、 2.5ｍ以上

産業Ａ地区 ： 隣地境界線までの距離は、 ５ｍ以上                   

居住Ａ地区 ： 道路境界線及び隣地境界線までの距離は、
　　　　　　　　　0.5ｍ以上　

居住Ｂ地区 ： 道路境界線及び隣地境界線までの距離は、
　　　　　　　　　0.5ｍ以上　

文教地区　 ： 道路境界線及び隣地境界線までの距離は、
　　　　　　　　　0.5ｍ以上　

居住Ａ地区、 居住Ｂ地区
道路面に設ける垣又はさくは次に掲げるとおりとする。 　
１． 生垣
２． フェンス及び鉄さく等が透視可能で造成地盤面から高さ
　　　1.8ｍ 以下のもの （フェンス等の基礎で高さが 0.6m 以
　　　下の部分 （造成時における擁壁以外）、 または門柱は
　　　除く。）
ただし、 その他法令に基づくものはこの限りではない。

産業Ａ地区、 産業Ｂ地区、 産業Ｃ地区
道路面に設ける垣又はさくは次に掲げるとおりとする。
１． 生垣
２． フェンス及び鉄さく等が透視可能なもの （フェンス等の
　　　基礎で高さが 0.6m 以下の部分 （造成時における擁壁
　　　以外）、 または門柱は除く。）
ただし、 その他法令に基づくものはこの限りではない。

凡例　　垣又はさくの構造の制限

産業Ａ、Ｂ、Ｃ地区

建築物等の外壁若しくはこれに代わる柱の面又は建築物に付属する高さ

２ｍを超える門の面の位置については、次に掲げるとおりとする。

　ただし、市長が公益上必要と認めたもの及び看板、その他安全管理上や

むを得ないものはこの限りでない。

文教地区

建築物等の外壁若しくはこれに代わる柱の面又は建築物に付属する高さ

２ｍを超える門の面の位置は、道路境界線及び隣地境界線までの距離を

0.5ｍ以上とする。

　ただし、次の各号に該当するものは除く。

　(1) 10㎡以下の物置

　(2) 附属の駐輪場

居住Ａ、Ｂ地区

建築物等の外壁若しくはこれに代わる柱の面又は建築物に付属する高さ

２ｍを超える門の面の位置は、道路境界線及び隣地境界線までの距離を

0.5ｍ以上とする。

　ただし、次の各号に該当するものは除く。

　(1) 10㎡以下の物置

　(2) 出窓

　(3) 附属の自動車車庫

　(4) 看板
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